
分野名：団体育成・サークル活動 

 

～香春町二十歳を祝う集い～ 

 

香春町教育委員会 生涯学習課 正蔵寺 賢吾 

 

１．事業名 

香春町二十歳を祝う集い 

 

２．事業の目的 

20歳になる方をお祝いするとともに、人生の節目としての責任と義務を自覚させ、新 

たな社会の形成者・推進者としての意識の高揚を図る。 

 

３．事業の主体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．連携・協力機関・団体等 

  香春町 

  香春町教育委員会 

中央公民館 

 

５．事業予算 

記念行事 景品代（実行委員会企画）3,000円×100     300,000円 

  実行委員５人×６回×2,000円              60,000円 

  フォトスペース作成用材料費              30,000円 

  その他消耗品                      20,000円 

香春町二十歳を祝う集い 

公民館事業 

 

委員長  教育長 

副委員長 生涯学習課長 

事務局  生涯学習課生涯

学習係 ３名 

 

当該年度の二十歳を祝う集い対象者 

次年度の二十歳を祝う集い対象者 

前年度の二十歳を祝う集いの対象者 

その他教育長が認める者 

実行委員 

実 
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香春町 

香春町二十歳を祝う集い実行委員会 
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６．実施に至る経緯 

  以前から公民館事業として、「二十歳を祝う集い」を行っていた。しかし、人口減少に 

よる参加率の減少や当事者のニーズとの乖離など、様々な課題があった。そんな中、新 

型コロナウイルス感染症による中断や縮小を経て、「今までの取り組みが本当に当事者 

のニーズに合致していたのか？」「当事者である新成人（20歳）と従来の企画との間に 

「乖離」が生じていたのではないか？」と、当事者目線での公民館事業の在り方につい 

て今一度振り返る必要があった。そこで、行政側の視点ではなく、「当事者と一緒に作り 

上げる」ことで新成人のニーズに合致した方法を模索し、持続可能な取り組みにする必 

要があると考えた。 

 

７．プログラム作成の視点 

  「新成人がつくりあげる式典」をメインテーマとしつつ、次の点を重視した。 

（１）実行委員への負担軽減 

委員は社会人・学生として日々の生活で多忙なため、委員に過度な責任や業務を

背負わせることは厳禁とした。会議回数を最小限（６回）に抑え、事務的な作業は

事務局が担当するなど、気負わず楽しくやれるようバックアップした。 

（２）「再会の場」の演出 

久しぶりに帰省する参加者同士が自然に交流できるような、リラックスできる雰 

囲気と撮影スポットの創出を優先した。 

 

８．事業の内容 

（１）実行委員会について 

   町の広報「かわら」７月号で、企画実行委員会の中心となる委員の募集を行った。 

当初は応募が２名のみだったが、この２名が知り合いを誘うなどの方法をとること 

で、実行委員の数は最終的に６名に増えた。 

（２）実行委員会の年間スケジュール 

８月19日  第１回  実行委員会     自己紹介 

        10月16日  第２回    〃      イベント内容の決定 

           11月８日  第３回        〃            進行・景品の洗い出し 

        11月28日  第４回    〃      景品の確定 

Ｒ８年１月10日  第５回    〃      前日リハーサル 

１月11日  二十歳を祝う集い 当日 

（３）参加者のニーズに合わせた景品選定とビンゴ大会 

実行委員会企画のメインイベントとしてビンゴ大会を実施した。実行委員会のメ 

ンバーの意見をもとに、景品選定の工夫として単に高額な景品を用意するだけでな

く、ディズニーペアチケットといった目玉景品に加え、ミニプロジェクターやシネ

マペアチケット、カタログギフトを景品に加えた。参加者の満足度が高まるように、

参加者である新成人のニーズに合わせた景品選定を行った。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

（４）交流を促す「映える」フォトスペースの設置 

実行委員が 30,000円程度の予算内で企画・デザインを担当し、ＳＮＳ映えを意識 

したフォトスペースを完成させた。式典前後やイベント待機中に多くの参加者が集

まり、自然な形で友人との記念撮影や交流が行われ、会場の一体感が高まった。 

              

           【フォトスペースで写真をとる新成人】 

９．事業の成果 

 〇公民館事業における団体育成の一環として「二十歳を祝う集い」を実行委員会形式で 

運営することにより、参加者主体の持続可能な事業となった。 

〇厳粛な式典と新成人主体のイベントのバランスが取れ、「祝う集い」としての意義「同 

窓会的な交流」という当事者のニーズを高いレベルで両立することができた。 

〇実行委員会のメンバーが、ゼロから企画を成功させたことで、企画力を向上させると

ともに達成感を得ることができた。 

  

10．今後の課題 

●少子化が進む中での対象者の減少や、進学・就職による遠方への転出が増加し、参加

率の維持が大きな課題となっている。 

●実行委員会が今後も持続可能となるよう、メンバーの安定的な確保に向けた新たな募

集方法を検討する必要がある。 

 ●実行委員会メンバーとのタイムスケジュール調整が難しい。来年度以降は、ＩＣＴを 

活用し、メンバーが遠方にいる場合でも会議ができるような環境をつくる必要がある。 

 

 

 

 

問合せ先 

 〒822－1402  田川郡香春町大字高野 987番地１ 

香春町教育委員会 生涯学習課 生涯学習係 

TEL 0947－32－8410 FAX 0947－32－2513  

E-mail：syogai.gakusyu@town.kawara.fukuoka.jp 

【ビンゴで当選した新成人】 【ビンゴ大会の景品：ディズニー 
ペアチケットやカタログギフト等】 


